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0202080101 1 保険年金課 8,097 8,372 8,700

0202070201 1 保険年金課 17 17出産育児一時金支払事業

結核・精神医療給付事業

前期高齢者納付金事業 1 保険年金課 785 667 983

0203010101 後期高齢者支援金事業 1 保険年金課

5

0202070101 1 保険年金課 36,909 36,680 42,000

0202060201 1 保険年金課 0移送費支給事業（退職被保険者）

出産育児一時金支給事業

23

0202020202 1 保険年金課 29 0 1,000

0202020201 1 保険年金課 34,691 39,773高額療養支給事業（退職被保険者）

高額介護合算療養費支給事業（退
職被保険者）

6,500

0202060101 1 保険年金課 40 0 5

0202040101 1 保険年金課 6,350 5,650葬祭費支給事業

移送費支給事業

621,271

0202020102 1 保険年金課 357 126 2,000

0202020101 1 保険年金課 604,983 605,716高額療養費支給事業

高額介護合算療養費支給事業

37,520

0202010401 1 保険年金課 2,443 2,007 1,642

0202010301 1 保険年金課 85,530 80,258療養費支給事業

療養費支給事業（退職被保険者）

14,000

0202010601 1 保険年金課 7,509 7,369 7,800

0202010501 1 保険年金課 13,390 12,655審査・支払事業

共同電算処理事業

4,675,662

0202010201 1 保険年金課 218,637 202,822 183,380

0202010101 1 保険年金課 4,798,100 4,683,988療養給付事業

療養給付事業（退職被保険者）

82,200

0201010301 1 保険年金課 1,315 1,272 808

0201010201 1 保険年金課 192 176国保運営協議会事業

東京都国保団体連合会運営事業

2,668

0201020201 1 保険年金課 2,219 1,726 2,100

0201020101 すべて 保険年金課 3,361 3,764税務賦課事業

税務徴収事業 対象

1,146,043

0201010102 すべて 保険年金課 18,447 23,791 20,579

0103011001 1 保険年金課 1,223,407 1,178,571国民健康保険事業特別会計繰出金

一般事務事業（国保） 対象

415

健康推進課

３．構成事業の状況 （単位：千円）

No. 施策の方向性 担当課 平成２６年度決算 平成２７年度決算 平成２８年度予算事務事業名 実行
計画

1,926

0104010244 1 健康推進課 - - 16,000

0201020202 1 徴収課 1,746 1,706税務徴収事業（滞納繰越等）

健幸ポイント事業 対象

１．基本情報 対象年度 27 年度）

施策コード 214 施策名 社会保険の安定的運営

担当者 瀬谷　真 役職 市民生活部長 内線 230

主担当部 市民生活部 主担当課 保険年金課 係 国保係

まちづくりの
基本目標

21 ともに支え合って生活するまち

将来像 2 健幸でともに支え合うまち（「支え合い」の分野）

施策の方向性
医療費の適正化や財政基盤の強化に取り組みます

市報やホームページなどを活用し、社会保険制度の周知に努めます

２．施策の方向

10年後の姿 社会保険制度への理解と協力が進み、医療保険や年金などの制度が健全に運営されることで、市民が安心して暮らしています。

関係課 保険年金課 徴収課

0204010101

1,115,100 1,103,005 1,067,871

0203010201 後期高齢者関係事務費拠出金事業 1 保険年金課 81 75 250

0202080201
結核・精神医療給付事業（退職被保
険者）

1 保険年金課 218 152 220

0204010201 前期高齢者事務費拠出金事業 1 保険年金課 81 77 100

0205010101 老人保健医療費拠出金事業 1 保険年金課 - 0 1
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５．評価

評価基準 評価 評価理由

投入財源・成果
（「３．構成事業の
状況」「４．まちづ
くり指標」）に対す

る評価

総合評価 B

　構成事業の状況については、国保・後期高齢・年金の各制度の周知として、加入時や保険証更新時にパンフレットを同封
する他、ホームページや市報等による情報発信を行った。国保の柔道整復療養費2次点検業務では、被保険者への照会に
より疑義が生じた場合、施術所に申請書を戻して返戻を実施。返戻金額は平成26年度より減少したことから、この取組みの
周知が図られた。その他、医療費を年3回個人に通知することで意識を高めるとともに、特定健康診査の未受診者に受診勧
奨と、病気の早期発見の機会を提供することで早期治療に繋げ、医療費の適正化と重症化予防の推進に努めた。後期高
齢においては、保養施設の利用料補助により、外出機会の促進や、家族等との交流を図り、心と体の両面の健康増進に大
きな役割を果たした。
　このような事業を展開する一方で、国保の特別会計においては、毎年、多額の赤字繰入を一般会計から行っていることか
ら、国保税の見直しを図る中で、財政運営の適正化を進めていく必要がある。
　まちづくり指標については、ジェネリック医薬品使用率は、平成26年度と比較して5.9％上昇し、60.6％となった。年2回の
ジェネリック医薬品使用時の差額通知や国保加入時のジェネリック医薬品希望カードの配布、新たに高額療養費支給決定
通知書を発送する際の使用推進等を実施した結果である。現年度国民健康保険税収納率は、平成26年度と比較して
0.99％上昇し、91.26％となった。未納者への督促状発送や、徴収課への分納の案内を実施した。

②

名称 現年度国民健康保険税収納率 目標値 ― ―

抽出方法 達成率 ― ―

91.26

説明 ％ 実績値 90.27 91.26

４．まちづくり指標

指標情報 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度

①

名称 ジェネリック医薬品使用率 目標値 ―

抽出方法 達成率 ― ―

― 60.6

説明 ％ 実績値 54.7 60.6

総事業費（施策の合計） 12,114,919 13,197,700 13,415,483

0207010301
保険財政共同安定化事業拠出金事
業

1 保険年金課 736,353 1,978,173 2,093,404

0207010201 高額医療費共同事業拠出金事業 1 保険年金課 178,720 193,907 210,673

0207010101 共同事業拠出金事業 1 保険年金課 2 2 5

0207010401 高額医療費共同事業拠出金事業 1 保険年金課 - 0 135

0205010201 老人保健事務費拠出金事業 1 保険年金課 42 42 42

0206010101 介護給付費納付金事業 1 保険年金課 461,849 429,709 417,572

0208020102 医療費通知事業 対象 すべて 保険年金課 865 691 1,038

0208020201 保養施設利用推進事業 すべて 保険年金課 378 423 475

0207010501
保険財政共同安定化事務費拠出金
事業

1 保険年金課 - 0 128

0208010102 特定健康診査・健康チャレンジ事業 対象 1 保険年金課 102,527 99,933 108,659

0103010305 後期高齢者医療特別会計繰出金 1 保険年金課 843,746 858,206 927,431

0103010903 基礎年金等事務事業 すべて 保険年金課 179 172 160

0208020301 健康診断事業 1 保険年金課 4,412 4,772 5,320

0209010101 国保運営基金積立事業 すべて 保険年金課 - 30 100

0901010102 一般事務事業（後期） 対象 すべて 保険年金課 5,318 1,042 4,163

0901020101 保険料徴収事業 対象 1 保険年金課 1,950 2,092 2,626

0902010101 広域連合分賦金 1 保険年金課 1,514,849 1,544,544 1,608,375

0903010101 後期高齢者保健事業 対象 1 保険年金課 79,695 83,547 91,505
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技術革新
の動向

①医療の高度化により1人あたりの医療費が増加して
いる。
②これまで市民の健診データ等は主に国民健康保険
加入者の健診データやレセプトデータとなっていたが、
社会保険加入者のデータを統合したシステムを導入し
ている自治体がでてきた。

3.施策の必要性を高める ①医療の重症化を予防していく必要があるた
め。
②社会保険加入者のデータを含めた健康情
報を得ることで実施すべき事業が新たに考え
られるため。3.施策の必要性を高める

法・制度改正
の動向

　国を中心として医療費適正化を図るため重症化予防
の取り組みに関するプログラムが策定された。

3.施策の必要性を高める
　実施すべき事業が新たに考えられるため。

７．今後の施策課題

No. 今後の施策課題 左記課題に関する現在の取組状況

①
　他自治体の取り組みによる結果等を参考にしながら、重症化予防に対する取り組み
を進める。

　他自治体へ視察を実施した。また、医師会と事業実施に向けて協
議中である。

将来人口
の推移

　高齢化の進展により国保も後期高齢者医療も被保険
者の平均年齢が引き上がる。

3.施策の必要性を高める 　一人当たりの給付費が増加する。被保険者
の重症化予防などによる医療費抑制が必要
となる。

市民ニーズ
の状況

　国がジェネリック医薬品の使用を推進していること
や、医薬品会社がＣＭを実施していることもあり、ジェ
ネリック医薬品が浸透してきており、ジェネリック医薬品
の使用率が上昇している。

1.施策遂行に役立つ・有利
　ジェネリック医薬品の使用による医療費の
適正化が図られる。

民間企業・NPO
・市民の動向

　民間スポーツクラブにおいて、生活習慣病予防ス
クールのプログラムが用意されている。

1.施策遂行に役立つ・有利
　民間と競合する事業については見直しを検
討するなかで新たな事業展開を図っていく。

他自治体
との比較

　多摩26市において先進的な重症化予防の取り組み
を実施している自治体がある。

3.施策の必要性を高める
　他自治体の費用対効果の状況を把握しな
がら取り組みを進める必要が生じている。

外部要因 状況 外部要因に対する評価 評価理由
前回評価からの修正

あれば☑

６．施策を取り巻く環境


